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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　繊維、及び該繊維に付着したプロテオグリカンを含有する、抗ウイルス用繊維。

【請求項２】

　前記ウイルスがインフルエンザウイルスである、請求項１に記載の繊維。

【請求項３】

　前記プロテオグリカンが、（ａ）プロテオグリカン含有試料から梅干し廃液でプロテオ

グリカンを抽出することを含む製造方法によって得られたプロテオグリカンである、請求

項１又は２に記載の繊維。

【請求項４】

　前記プロテオグリカンが軟骨由来プロテオグリカンである、請求項１～３のいずれかに

記載の繊維。

【請求項５】

　不織布状である、請求項１～４のいずれかに記載の繊維。

【請求項６】

　請求項１～５のいずれかに記載の繊維を含有する、抗ウイルス用繊維製品。

【請求項７】

　マスク、マスク用フィルター、又は空調機器用フィルターである、請求項５又は６に記

載の繊維製品。

【請求項８】
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　 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 含 有 す る 、 繊 維 又 は 繊 維 製 品 と 接 触 さ せ て 用 い ら れ る 、 繊 維 又 は 繊

維 製 品 の 抗 ウ イ ル ス 性 向 上 剤 。

【 請 求 項 ９ 】

　 ス プ レ ー 剤 の 形 態 で あ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 抗 ウ イ ル ス 性 向 上 剤 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 繊 維 又 は 繊 維 製 品 と 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 含 有 す る 処 理 剤 と を 接 触 さ せ る こ と を 含 む 、

抗 ウ イ ル ス 用 繊 維 又 は 抗 ウ イ ル ス 用 繊 維 製 品 の 製 造 方 法 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 繊 維 又 は 繊 維 製 品 と 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 含 有 す る 処 理 剤 と を 接 触 さ せ る こ と を 含 む 、

繊 維 又 は 繊 維 製 品 の 抗 ウ イ ル ス 加 工 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 抗 ウ イ ル ス 用 繊 維 、 抗 ウ イ ル ス 繊 維 製 品 等 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 イ ン フ ル エ ン ザ 、 麻 疹 、 水 痘 等 の 多 く の ウ イ ル ス 性 疾 患 は 、 飛 沫 感 染 や 飛 沫 核 感 染 に よ

っ て 伝 播 す る 。 こ れ ら の 疾 患 に 対 し て は 各 種 治 療 薬 、 例 え ば イ ン フ ル エ ン ザ に 対 す る 治 療

薬 と し て タ ミ フ ル 等 が 存 在 す る も の の 、 耐 性 ウ イ ル ス の 出 現 リ ス ク を 考 慮 す る と 、 空 気 中

の 飛 沫 及 び 飛 沫 核 中 の 原 因 ウ イ ル ス を 物 理 的 に 除 去 す る と い う 予 防 方 法 の 開 発 は 、 極 め て

重 要 で あ る 。 ウ イ ル ス 性 疾 患 の 中 で も イ ン フ ル エ ン ザ は 、 毎 年 多 数 の 感 染 者 が 出 て お り 、

ま た 重 篤 な 症 状 に な り 得 る こ と か ら 、 予 防 方 法 の 開 発 が 特 に 重 要 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ れ ま で 、 繊 維 が 高 密 度 に 集 積 し た 繊 維 製 品 を 用 い て 空 気 を 濾 過 す る こ と に よ り 、 ウ イ

ル ス を 物 理 的 に 除 去 す る 方 法 が 慣 用 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 等 ） 。 し か し な が ら

、 例 え ば こ の よ う な 繊 維 製 品 を 用 い た マ ス ク は 、 高 密 度 で あ る が 故 に 通 気 性 が 大 き く 損 な

わ れ て い る の で 、 呼 吸 の 快 適 性 の 観 点 か ら 問 題 が あ る 。 こ の 問 題 は 、 呼 吸 を 担 う 筋 力 が 比

較 的 弱 い 高 齢 者 や 乳 幼 児 に と っ て 、 特 に 顕 著 で あ る 。 ま た 、 こ の よ う な 繊 維 製 品 を 用 い た

空 調 機 器 用 フ ィ ル タ ー は 、 フ ィ ル タ ー の 目 詰 ま り 等 の 問 題 が 顕 著 に な り 得 る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 一 方 で 、 抗 ウ イ ル ス 成 分 を 保 持 さ せ た 繊 維 製 品 を 用 い て 空 気 を 濾 過 す る こ と に よ り 、 ウ

イ ル ス を 物 理 的 に 除 去 す る 方 法 が 提 唱 さ れ て お り （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 等 ） 、 こ の 方 法 で

あ れ ば 、 上 記 問 題 を 回 避 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し か し な が ら 、 成 分 に よ っ て は 、 人 体 に

と っ て 無 害 で あ る と は い い 難 い も の も あ り 、 特 に マ ス ク の よ う に 皮 膚 に 直 接 接 す る 用 途 の

場 合 に は 問 題 と な る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 プ ロ テ オ グ リ カ ン は 、 動 物 の 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス を 構 成 す る 生 体 高 分 子 の １ 種 で あ り 、

そ れ 故 に 人 体 に 対 す る 有 害 性 は 無 い と 考 え ら れ て い る 。 プ ロ テ オ グ リ カ ン は 、 保 水 性 が 高

く 、 ま た 、 創 傷 治 癒 作 用 、 抗 炎 症 作 用 等 の 多 様 な 生 理 機 能 を 有 す る こ と が 知 ら れ て お り 、

医 薬 品 や 実 験 試 薬 以 外 に も 、 化 粧 品 や 飲 食 品 等 の 幅 広 い 領 域 で の 利 用 が 期 待 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ １ － １ ２ ５ ４ ９ ４ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ４ ６ ２ １ ５ ９ ０ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 抗 ウ イ ル ス 用 繊 維 製 品 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。 さ ら に は 、 通 気 性 が よ

り 高 く 保 た れ て お り 、 且 つ 人 体 に 対 す る 安 全 性 が よ り 高 い 、 抗 ウ イ ル ス 用 繊 維 製 品 を 提 供
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す る こ と も 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 者 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み て 鋭 意 研 究 を 行 っ た 結 果 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 保 持 す る 繊

維 を 用 い る こ と に よ っ て 、 上 記 課 題 を 解 決 で き る こ と を 見 出 し た 。 本 発 明 者 等 は 、 こ の 知

見 に 基 づ い て さ ら に 研 究 を 行 う こ と に よ り 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 即 ち 、 本 発 明 は 、 下 記 の 態 様 を 包 含 す る ：

　 項 １ ． 　 繊 維 、 及 び 該 繊 維 に 保 持 さ れ た プ ロ テ オ グ リ カ ン を 含 有 す る 、 抗 ウ イ ル ス 用 繊

維 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 項 ２ ． 　 前 記 ウ イ ル ス が イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス で あ る 、 項 １ に 記 載 の 繊 維 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 項 ３ ． 　 前 記 プ ロ テ オ グ リ カ ン が 、 （ ａ ） プ ロ テ オ グ リ カ ン 含 有 試 料 か ら 梅 干 し 廃 液 で

プ ロ テ オ グ リ カ ン を 抽 出 す る こ と を 含 む 製 造 方 法 に よ っ て 得 ら れ た プ ロ テ オ グ リ カ ン で あ

る 、 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 繊 維 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 項 ４ ． 　 前 記 プ ロ テ オ グ リ カ ン が 軟 骨 由 来 プ ロ テ オ グ リ カ ン で あ る 、 項 １ ～ ３ の い ず れ

か に 記 載 の 繊 維 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 項 ５ ． 　 不 織 布 状 で あ る 、 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 繊 維 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 項 ６ ． 　 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 繊 維 を 含 有 す る 、 抗 ウ イ ル ス 用 繊 維 製 品 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 項 ７ ． 　 マ ス ク 、 マ ス ク 用 フ ィ ル タ ー 、 又 は 空 調 機 器 用 フ ィ ル タ ー で あ る 、 項 ５ 又 は ６

に 記 載 の 繊 維 製 品 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 項 ８ ． 　 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 含 有 す る 、 繊 維 又 は 繊 維 製 品 の 抗 ウ イ ル ス 性 向 上 剤 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 項 ９ ． 　 ス プ レ ー 剤 の 形 態 で あ る 、 項 ８ に 記 載 の 抗 ウ イ ル ス 性 向 上 剤 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 項 １ ０ ． 　 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 繊 維 又 は 繊 維 製 品 に 保 持 さ せ る こ と を 含 む 、 抗 ウ イ ル ス

性 が 高 め ら れ た 繊 維 又 は 繊 維 製 品 の 製 造 方 法 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 項 １ １ ． 　 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 繊 維 又 は 繊 維 製 品 に 保 持 さ せ る こ と を 含 む 、 繊 維 又 は 繊

維 製 品 の 抗 ウ イ ル ス 加 工 方 法 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 空 気 中 の ウ イ ル ス を 捕 捉 し 、 ウ イ ル ス 感 染 性 を 低 下 さ せ 、 ま た ウ イ ル

ス の 細 胞 吸 着 を 低 下 さ せ る こ と が で き る 、 抗 ウ イ ル ス 用 繊 維 製 品 を 提 供 す る こ と が で き る

。 本 発 明 の 繊 維 製 品 は 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 保 持 す る 繊 維 を 含 ん で お り 、 該 繊 維 よ っ て 抗

ウ イ ル ス 性 が 高 め ら れ て い る 。 こ の た め 、 本 発 明 の 繊 維 製 品 は 、 過 剰 に 高 密 度 に す る こ と

な く （ す な わ ち 、 通 気 性 を よ り 高 く 保 ち つ つ も ） よ り 高 い 抗 ウ イ ル ス 性 を 発 揮 す る こ と が

で き る 。 ま た 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン は 生 体 高 分 子 で あ る の で 、 こ れ を 利 用 す る 本 発 明 の 繊 維

製 品 は 、 人 体 に 対 す る 安 全 性 が 高 い 。 さ ら に 、 本 発 明 の 繊 維 製 品 は 、 使 用 態 様 に 応 じ て 、

プ ロ テ オ グ リ カ ン の 各 種 機 能 （ 保 水 性 、 創 傷 治 癒 作 用 、 抗 炎 症 作 用 等 ） を 発 揮 す る こ と も

可 能 で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ １ 】

【 図 １ 】 実 施 例 １ で 得 ら れ た プ ロ テ オ グ リ カ ン を セ ル ロ ー ス ア セ テ ー ト 膜 電 気 泳 動 し た 結
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果 を 示 す （ 試 験 例 １ ） 。

【 図 ２ 】 実 施 例 １ で 得 ら れ た プ ロ テ オ グ リ カ ン の HPLC結 果 を 示 す （ 試 験 例 ２ ） 。

【 図 ３ 】 試 験 例 ２ の 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ４ 】 試 験 例 ３ の 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 明 細 書 中 に お い て 、 「 含 有 」 及 び 「 含 む 」 な る 表 現 に つ い て は 、 「 含 有 」 、 「 含 む 」

、 「 実 質 的 に か ら な る 」 及 び 「 の み か ら な る 」 と い う 概 念 を 含 む 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 発 明 は 、 一 実 施 形 態 に お い て 、 繊 維 、 及 び 該 繊 維 に 保 持 さ れ た プ ロ テ オ グ リ カ ン を 含

有 す る 、 抗 ウ イ ル ス 用 繊 維 （ 本 明 細 書 に お い て 、 「 本 発 明 の 繊 維 」 と 示 す こ と も あ る 。 ）

、 並 び に 該 繊 維 を 含 有 す る 、 抗 ウ イ ル ス 用 繊 維 製 品 （ 本 明 細 書 に お い て 、 「 本 発 明 の 繊 維

製 品 」 と 示 す こ と も あ る 。 ） に 関 す る 。 以 下 、 こ れ ら に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 プ ロ テ オ グ リ カ ン と し て は 、 コ ア タ ン パ ク 質 に グ リ コ サ ミ ノ グ リ カ ン が 結 合 し て な る 化

合 物 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い 。 プ ロ テ オ グ リ カ ン と し て は 、 例 え ば ア グ リ カ ン 、 バ イ グ

リ カ ン 、 バ ー シ カ ン 、 ニ ュ ー ロ カ ン 、 デ コ リ ン 、 ビ グ リ カ ン 、 フ ィ ブ ロ モ デ ュ リ ン 、 ル ミ

カ ン 、 パ ー ル カ ン 、 シ ン デ カ ン 、 セ ル グ リ シ ン 、 ブ レ ビ カ ン 、 ケ ラ ト カ ン 、 ミ メ カ ン 、 バ

ー マ カ ン 、 ア グ リ ン 等 、 或 い は こ れ ら の 分 解 物 等 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 プ ロ テ オ グ リ カ ン が 部 分 構 造 と し て 有 す る グ リ コ サ ミ ノ グ リ カ ン 鎖 は 、 特 に 限 定 さ れ な

い 。 該 グ リ コ サ ミ ノ グ リ カ ン 鎖 と し て は 、 例 え ば コ ン ド ロ イ チ ン 硫 酸 鎖 、 コ ン ド ロ イ チ ン

鎖 、 ヘ パ リ ン 、 ヘ パ ラ ン 硫 酸 鎖 、 ケ ラ タ ン 硫 酸 鎖 、 デ ル マ タ ン 硫 酸 鎖 、 等 が 挙 げ ら れ 、 好

ま し く は コ ン ド ロ イ チ ン 硫 酸 鎖 等 が 挙 げ ら れ る 。 プ ロ テ オ グ リ カ ン が 部 分 構 造 と し て コ ン

ド ロ イ チ ン 硫 酸 鎖 を 有 す る 場 合 、 グ リ コ サ ミ ノ グ リ カ ン 鎖 に 対 す る コ ン ド ロ イ チ ン 硫 酸 鎖

の 割 合 は 、 例 え ば ５ ０ ～ １ ０ ０ 質 量 ％ 、 好 ま し く は ６ ０ ～ １ ０ ０ 質 量 ％ 、 よ り 好 ま し く は

７ ０ ～ １ ０ ０ 質 量 ％ 、 さ ら に 好 ま し く は ８ ０ ～ １ ０ ０ 質 量 ％ 、 よ り さ ら に 好 ま し く は ９ ０

～ １ ０ ０ 質 量 ％ 、 特 に 好 ま し く は ９ ５ ～ １ ０ ０ 質 量 ％ で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 プ ロ テ オ グ リ カ ン の 平 均 分 子 量 は 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 プ ロ テ オ グ リ カ ン の 平 均 分 子 量

は 、 例 え ば ７ ０ ～ ３ ０ ０ ０ ｋ Ｄ ａ 、 好 ま し く は １ ２ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ｋ Ｄ ａ 、 よ り 好 ま し く は

１ ７ ０ ～ １ ４ ０ ０ ｋ Ｄ ａ 、 さ ら に 好 ま し く は ２ １ ０ ～ ８ ０ ０ ｋ Ｄ ａ 、 よ り さ ら に 好 ま し く

は ２ ５ ０ ～ ５ ０ ０ ｋ Ｄ ａ で あ る 。 な お 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン の 平 均 分 子 量 は 、 参 考 試 験 例 ２

の よ う に 、 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー を 用 い て 分 画 し 、 プ ル ラ ン ス タ ン ダ ー ド 等 の 分 子 量 標 品 の

保 持 時 間 と 比 較 す る こ と に よ り 、 測 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 繊 維 に お い て は 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン と 共 に 、 試 料 に よ っ て は プ ロ テ オ グ

リ カ ン と 同 時 に 抽 出 さ れ る ヒ ア ル ロ ン 酸 や コ ラ ー ゲ ン 等 も 保 持 さ れ て い て も よ い 。 プ ロ テ

オ グ リ カ ン 抽 出 時 に 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン に 埋 包 さ れ 同 じ く 抽 出 さ れ て く る 梅 廃 液 成 分 が 保

持 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 プ ロ テ オ グ リ カ ン の 製 造 方 法 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 公 知 の 方 法 に 従 っ た 方

法 、 或 い は 公 知 の 方 法 に 準 じ た 方 法 を 採 用 す る こ と が で き る 。 該 製 造 方 法 の 具 体 例 と し て

は 、 サ ケ 等 の 魚 類 の 軟 骨 か ら グ ア ニ ジ ン 塩 酸 溶 液 で 抽 出 す る 方 法 （ 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ７ ２

２ ９ ６ 号 公 報 ） 、 抽 出 溶 媒 と し て 酢 酸 を 用 い る 方 法 （ 特 開 ２ ０ ０ ２ － ０ ６ ９ ０ ９ ７ 号 公 報

） 等 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 プ ロ テ オ グ リ カ ン は 、 人 体 に 対 す る 有 害 性 が よ り 低 く 、 且 つ 不 快 臭 が よ り 低 減 さ れ て い

る と い う 観 点 、 さ ら に は よ り 効 率 的 に 抗 ウ イ ル ス 性 を 発 揮 で き る と い う 観 点 か ら 、 （ ａ ）

プ ロ テ オ グ リ カ ン 含 有 試 料 か ら 梅 干 し 廃 液 で プ ロ テ オ グ リ カ ン を 抽 出 す る こ と を 含 む 製 造
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方 法 に よ っ て 得 ら れ た プ ロ テ オ グ リ カ ン （ 或 い は プ ロ テ オ グ リ カ ン 抽 出 物 ） が 好 ま し い 。

以 下 に 該 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 プ ロ テ オ グ リ カ ン 含 有 試 料 は 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 含 有 す る 生 体 組 織 試 料 で あ る 限 り 特

に 限 定 さ れ な い 。 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 含 有 す る 生 体 組 織 と し て は 、 例 え ば 軟 骨 、 結 合 組 織

、 健 、 角 膜 、 心 房 、 基 底 膜 、 脳 、 皮 膚 等 が あ げ ら れ る 。 ま た 、 該 生 体 組 織 の 由 来 生 物 と し

て は 、 特 に 制 限 さ れ ず 、 例 え ば 魚 類 、 哺 乳 類 等 を 広 く 挙 げ る こ と が で き る 。 プ ロ テ オ グ リ

カ ン 含 有 試 料 と し て は 、 好 ま し く は 魚 類 軟 骨 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 魚 類 軟 骨 は 、 魚 類 の 軟 骨 で あ る 。 魚 類 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 硬 骨 魚 類 、 軟 骨 魚 類

等 が 広 く 挙 げ ら れ る 。 硬 骨 魚 類 と し て は 、 例 え ば タ ラ 、 マ グ ロ 、 サ ケ 、 マ ス 、 カ ツ オ 、 ヒ

ラ メ 、 ブ リ 等 が 挙 げ ら れ 、 軟 骨 魚 類 と し て は 、 例 え ば サ メ 、 エ イ 等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、

軟 骨 と し て は 、 特 に 制 限 さ れ な い が 、 頭 部 軟 骨 、 中 で も 鼻 軟 骨 が 好 ま し い 。 ま た 、 魚 類 が

食 品 製 品 等 へ 加 工 さ れ る 際 に 頭 部 は 通 常 廃 棄 さ れ る こ と か ら 、 頭 部 軟 骨 の 入 手 コ ス ト は 安

く 、 大 量 に 安 定 供 給 さ れ 得 る と い う 利 点 も あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 プ ロ テ オ グ リ カ ン 含 有 試 料 は 、 余 分 に 付 着 し た 固 形 脂 肪 が あ る 場 合 は そ れ が 除 去 さ れ て

い る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン 含 有 試 料 は 、 抽 出 効 率 の 観 点 か ら は 、 破 砕

さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 破 砕 す る 方 法 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 公 知 の 破 砕 方 法 を

採 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 プ ロ テ オ グ リ カ ン 含 有 試 料 は １ 種 単 独 で も よ い し 、 ２ 種 以 上 の 組 み 合 わ せ で あ っ て も よ

い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 梅 干 し 廃 液 と し て は 、 特 に 制 限 さ れ ず 、 白 梅 干 し 廃 液 、 赤 梅 干 し 廃 液 等 が 挙 げ ら れ る 。

こ れ ら の 中 で も 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン へ の 着 色 を 抑 え る と い う 観 点 か ら は 、 白 梅 干 し 廃 液 が

好 ま し い 。 白 梅 干 し 廃 液 は 、 典 型 的 に は 、 梅 干 し の 製 造 に 際 し て 、 梅 と 食 塩 と を 混 合 し た

後 、 上 に お も り を 載 せ て 数 日 間 （ １ ～ ５ 日 間 ） 放 置 す る こ と に よ り 得 ら れ る 。 梅 干 し 廃 液

の ｐ Ｈ は 、 特 に 制 限 さ れ な い が 、 例 え ば １ ． ０ ～ ４ ． ０ 、 好 ま し く は １ ． ５ ～ ３ ． ０ 、 よ

り 好 ま し く は １ ． ５ ～ ２ ． ５ で あ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 梅 干 し 廃 液 は １ 種 単 独 で も よ い し 、 ２ 種 以 上 の 組 み 合 わ せ で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 プ ロ テ オ グ リ カ ン の 抽 出 は 、 公 知 の 抽 出 方 法 に 従 っ て 行 う こ と が で き る 。 例 え ば 、 魚 類

軟 骨 と 梅 干 し 廃 液 と を 混 合 し た 後 、 （ 好 ま し く は 撹 拌 し な が ら ） 放 置 す る こ と に よ り 行 う

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 プ ロ テ オ グ リ カ ン 含 有 試 料 と 梅 干 し 廃 液 と の 重 量 比 は 、 特 に 制 限 さ れ な い が 、 プ ロ テ オ

グ リ カ ン 含 有 試 料 全 体 が 梅 干 し 廃 液 に 浸 漬 す る 程 度 の 重 量 比 で あ る こ と が 好 ま し い 。 重 量

比 （ プ ロ テ オ グ リ カ ン 含 有 試 料 ： 梅 干 し 廃 液 ） は 、 具 体 的 に は 、 例 え ば １ ： １ ～ １ ： ５ ０

、 好 ま し く は １ ： ５ ～ １ ： ３ ５ 、 よ り 好 ま し く は １ ： １ ０ ～ １ ： ２ ５ で あ る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 抽 出 時 間 は 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 抽 出 で き る 限 り 特 に 限 定 さ れ な い 。 抽 出 時 間 は 、 例 え

ば ３ ～ ７ ２ 時 間 、 好 ま し く は ８ ～ ４ ８ 時 間 、 よ り 好 ま し く は １ ２ ～ ３ ６ 時 間 、 よ り さ ら に

好 ま し く は １ ８ ～ ３ ０ 時 間 で あ る こ と が で き る 。 抽 出 時 間 の 上 限 が 上 記 時 間 で あ れ ば 、 抽

出 成 分 中 の プ ロ テ オ グ リ カ ン の 割 合 を よ り 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 抽 出 温 度 は 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 抽 出 で き る 限 り 特 に 限 定 さ れ な い 。 抽 出 温 度 は 、 例 え

ば １ ０ ～ ４ ０ ℃ 、 好 ま し く は １ ５ ～ ３ ０ ℃ で あ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】

　 上 記 工 程 ａ に よ り プ ロ テ オ グ リ カ ン 含 有 抽 出 液 が 得 ら れ る 。 こ の プ ロ テ オ グ リ カ ン 含 有

抽 出 液 を そ の ま ま 「 プ ロ テ オ グ リ カ ン 」 と し て 利 用 す る こ と も で き る し 、 以 下 の 工 程 を 経

て 得 ら れ た も の を 「 プ ロ テ オ グ リ カ ン 」 と し て 利 用 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 工 程 ａ に 加 え て 、 さ ら に （ ｂ ） 工 程 ａ で 得 ら れ た 抽 出 物 か ら 不 溶 物 （ 抽 出 残 渣 ） を 除 去

す る こ と （ 以 下 、 「 工 程 ｂ 」 と 示 す こ と も あ る ） を 行 う こ と が 好 ま し い 。 不 溶 物 の 除 去 方

法 と し て は 特 に 限 定 さ れ ず 、 公 知 の 方 法 、 例 え ば ろ 過 、 遠 心 分 離 等 を 採 用 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 得 ら れ る プ ロ テ オ グ リ カ ン の 純 度 を よ り 高 め る た め に 、 上 記 工 程 ａ 又 は 工 程 ｂ の 後 に 、

精 製 を 行 っ て も よ い 。 精 製 方 法 と し て は 、 例 え ば ア ル コ ー ル 沈 殿 、 透 析 、 カ ラ ム （ 好 ま し

く は 陰 イ オ ン 交 換 カ ラ ム ） ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 、 ア フ ニ テ ィ ー カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー

、 限 外 ろ 過 法 、 電 気 透 析 法 等 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 中 で も 、 よ り 簡 便 で あ る と い う 観 点

か ら 、 ア ル コ ー ル 沈 殿 が 好 ま し い 。 上 記 製 造 方 法 に よ れ ば 、 精 製 が ア ル コ ー ル 沈 殿 の み で

あ っ て も 、 高 純 度 （ 例 え ば セ ル ロ ー ス ア セ テ ー ト 膜 電 気 泳 動 の 結 果 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン の

バ ン ド 以 外 が 確 認 で き な い 程 度 の 純 度 ） で あ り 、 且 つ 不 快 臭 が よ り 低 減 さ れ た プ ロ テ オ グ

リ カ ン を 製 造 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 工 程 ａ 及 び ｂ に 加 え て 、 さ ら に （ ｃ ） 工 程 ｂ 後

、 ア ル コ ー ル 沈 殿 に よ り プ ロ テ オ グ リ カ ン を 精 製 す る こ と （ 以 下 、 「 工 程 ｃ 」 と 示 す こ と

も あ る ） を 行 う こ と が が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ア ル コ ー ル 沈 殿 は 、 公 知 の 方 法 に 従 っ て 行 う こ と が で き る 。 典 型 的 に は 、 工 程 ｂ を 経 て

得 ら れ た プ ロ テ オ グ リ カ ン 含 有 抽 出 液 を 、 そ の １ ～ ５ 倍 量 （ 好 ま し く は ２ ～ ４ 倍 量 ） の ア

ル コ ー ル と 混 合 し た 後 、 一 定 時 間 放 置 す る こ と に よ り 沈 殿 を 形 成 さ せ 、 そ の 後 、 遠 心 分 離

し て 得 ら れ た ペ レ ッ ト を 回 収 す る こ と に よ り 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ア ル コ ー ル は 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 沈 殿 さ せ る こ と が で き る 限 り 特 に 限 定 さ れ な い 。 ア

ル コ ー ル と し て は 、 例 え ば エ タ ノ ー ル 、 イ ソ プ ロ パ ノ ー ル 等 が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら の 中 で も

毒 性 が よ り 低 い と い う 観 点 か ら は エ タ ノ ー ル が 好 ま し く 挙 げ ら れ る 。 ア ル コ ー ル は １ 種 単

独 で も よ い し 、 ２ 種 以 上 の 組 み 合 わ せ で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 ア ル コ ー ル に は 、 塩 が 含 ま れ て い る こ と が 好 ま し い 。 塩 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 ア

ル コ ー ル 沈 殿 に 用 い ら れ る 通 常 の 塩 、 例 え ば 塩 化 ナ ト リ ウ ム 、 酢 酸 ナ ト リ ウ ム 、 酢 酸 ア ン

モ ニ ウ ム 、 塩 化 リ チ ウ ム 、 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム 等 が 挙 げ ら れ る 。 塩 は １ 種 単 独 で も よ い し 、

２ 種 以 上 の 組 み 合 わ せ で あ っ て も よ い 。 ア ル コ ー ル 中 の 塩 の 濃 度 は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 ア

ル コ ー ル 沈 殿 に お い て 採 用 さ れ る 通 常 の 塩 濃 度 、 例 え ば 塩 化 ナ ト リ ウ ム の 場 合 は ア ル コ ー

ル に 対 す る 飽 和 濃 度 で あ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 沈 殿 を 形 成 さ せ る た め に 放 置 す る 際 の 温 度 は 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 沈 殿 さ せ る こ と が で

き る 限 り 特 に 限 定 さ れ な い 。 温 度 は 、 例 え ば － ８ ０ ℃ ～ 室 温 程 度 、 好 ま し く は ０ ～ １ ０ ℃

程 度 で あ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 沈 殿 を 形 成 さ せ る た め に 放 置 す る 時 間 は 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 沈 殿 さ せ る こ と が で き る

限 り 特 に 限 定 さ れ ず 、 温 度 に 応 じ て 適 宜 設 定 さ れ る 。 時 間 は 、 温 度 が ０ ～ １ ０ ℃ で あ る 場

合 で あ れ ば 、 例 え ば ４ ～ ２ ４ 時 間 、 好 ま し く は ８ ～ １ ６ 時 間 で あ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 遠 心 力 は 、 ペ レ ッ ト を 形 成 さ せ る こ と が で き る 限 り 特 に 限 定 さ れ な い 。 遠 心 力 は 、 例 え

ば ７ ０ ０ ～ ２ ５ ０ ０ ｇ で あ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 上 記 製 造 方 法 に よ っ て 、 人 体 に 対 す る 有 害 性 が よ り 低 く 、 且 つ 不 快 臭 が よ り 低 減 さ れ た
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プ ロ テ オ グ リ カ ン を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 プ ロ テ オ グ リ カ ン は 、 １ 種 単 独 で 用 い る こ と も で き る し 、 任 意 の ２ 種 以 上 を 組 み 合 わ せ

て 用 い る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 繊 維 と し て は 、 特 に 制 限 さ れ ず 、 例 え ば 植 物 繊 維 （ 例 え ば 綿 繊 維 、 麻 繊 維 、 亜 麻 繊 維 、

レ ー ヨ ン 繊 維 、 ポ リ ノ ジ ッ ク 繊 維 、 キ ュ プ ラ 繊 維 、 リ ヨ セ ル 繊 維 、 ア セ テ ー ト 繊 維 等 ） 、

動 物 繊 維 （ 例 え ば 羊 毛 、 絹 、 天 蚕 糸 、 モ ヘ ヤ 、 カ シ ミ ア 、 キ ャ メ ル 、 ラ マ 、 ア ル パ カ 、 ビ

キ ュ ー ナ 、 ア ン ゴ ラ 、 蜘 蛛 糸 等 ） 、 鉱 物 繊 維 （ 例 え ば 温 石 綿 、 白 石 綿 、 青 石 綿 、 茶 石 綿 、

直 閃 石 綿 、 透 角 閃 石 綿 、 陽 起 石 綿 等 ） 等 の 天 然 繊 維 ； 　 合 成 繊 維 （ 例 え ば ナ イ ロ ン 繊 維 、

ポ リ エ ス テ ル 繊 維 、 ア ク リ ル 繊 維 、 ビ ニ ロ ン 繊 維 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 繊 維 、 、 ポ リ エ チ レ ン

繊 維 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 繊 維 、 ポ リ ウ レ タ ン 繊 維 等 ） 、 再 生 繊 維 （ 例 え ば レ ー ヨ ン 、 ポ リ ノ

ジ ッ ク 、 キ ュ プ ラ 、 リ ヨ セ ル 、 ア セ テ ー ト 等 ） 、 ガ ラ ス 繊 維 （ 例 え ば グ ラ ス ウ ー ル 、 グ ラ

ス フ ァ イ バ ー 等 ） 、 炭 素 繊 維 （ 例 え ば Ｐ Ａ Ｎ 系 炭 素 繊 維 、 ピ ッ チ 系 炭 素 繊 維 、 カ ー ボ ン ナ

ノ チ ュ ー ブ 等 ） 、 人 造 鉱 物 繊 維 （ 例 え ば ロ ッ ク ウ ー ル 、 セ ラ ミ ッ ク フ ァ イ バ ー 等 ） 等 の 化

学 繊 維 等 を 広 く 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 本 発 明 の 繊 維 は 、 上 記 各 種 繊 維 の 混 紡 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 本 発 明 の 繊 維 に は 、 上 記

繊 維 の 一 次 加 工 品 、 例 え ば 糸 、 紐 、 ロ ー プ 、 織 物 、 編 物 、 不 織 布 、 紙 等 が 包 含 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 上 記 繊 維 の 中 で も 、 気 体 （ 例 え ば 空 気 、 呼 気 等 ） 中 の ウ イ ル ス を よ り 効 率 的 に 捕 捉 し 、

人 体 （ 特 に 粘 膜 ） に 接 触 す る ウ イ ル ス 或 い は 環 境 中 の ウ イ ル ス を よ り 低 減 で き る と い う 観

点 か ら 、 不 織 布 が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 本 発 明 の 繊 維 は 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 保 持 す る 。 保 持 の 態 様 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ な

い が 、 例 え ば プ ロ テ オ グ リ カ ン が 直 接 繊 維 表 面 に 吸 着 し て い る 態 様 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン が

接 着 成 分 を 介 し て 間 接 的 に 繊 維 表 面 に 吸 着 し て い る 態 様 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン が 化 学 結 合 を

介 し て 繊 維 に 結 合 し て い る 態 様 等 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 本 発 明 の 繊 維 が 保 持 す る プ ロ テ オ グ リ カ ン の 量 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 繊 維 １ ０ ０ 質

量 部 に 対 し て 、 例 え ば プ ロ テ オ グ リ カ ン ０ ． ０ １ ～ ５ ０ 質 量 部 、 好 ま し く は ０ ． １ ～ ２ ０

質 量 部 、 よ り 好 ま し く は １ ～ １ ０ 質 量 部 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 本 発 明 の 繊 維 製 品 は 、 上 記 し た 本 発 明 の 繊 維 を 含 有 し 、 且 つ 該 繊 維 を 加 工 し て 得 ら れ た

繊 維 製 品 で あ る 限 り に お い て 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 本 発 明 の 繊 維 以 外 の 他 の 繊 維 を 含 ん で い

て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 本 発 明 の 繊 維 製 品 が 他 の 繊 維 を 含 ん で い る 場 合 、 本 発 明 の 繊 維 の 含 有 量 は 、 よ り 高 い ウ

イ ル ス 捕 捉 能 を 発 揮 で き る と い う 観 点 か ら 、 本 発 明 の 繊 維 製 品 １ ０ ０ 質 量 ％ に 対 し て 、 例

え ば ３ ０ ～ １ ０ ０ 質 量 ％ 、 好 ま し く は ５ ０ ～ １ ０ ０ 質 量 ％ 、 よ り 好 ま し く は ７ ０ ～ １ ０ ０

質 量 ％ 、 さ ら に 好 ま し く は ８ ０ ～ １ ０ ０ 質 量 ％ 、 よ り さ ら に 好 ま し く は ９ ０ ～ １ ０ ０ 質 量

％ 、 特 に 好 ま し く は ９ ５ ～ １ ０ ０ 質 量 ％ で あ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 繊 維 製 品 の 具 体 例 と し て は 、 マ ス ク 、 マ ス ク 用 フ ィ ル タ ー 、 空 調 機 器 （ 例 え ば エ ア コ ン

デ ィ シ ョ ナ ー 、 空 気 清 浄 機 等 ） 用 フ ィ ル タ ー 、 コ ー ト 、 ジ ャ ケ ッ ト 、 ズ ボ ン 、 ス カ ー ト 、

ワ イ シ ャ ツ 、 ニ ッ ト シ ャ ツ 、 ブ ラ ウ ス 、 セ ー タ ー 、 カ ー デ ィ ガ ン 、 ナ イ ト ウ エ ア 、 肌 着 、

下 着 、 オ ム ツ 、 サ ポ ー タ ー 、 靴 下 、 タ イ ツ 、 ス ト ッ キ ン グ 、 帽 子 、 ス カ ー フ 、 マ フ ラ ー 、

襟 巻 き 、 ス ト ー ル 、 手 袋 、 服 の 裏 地 、 服 の 芯 地 、 服 の 中 綿 、 作 業 着 、 ユ ニ フ ォ ー ム 、 学 童

用 制 服 等 の 衣 料 、 カ ー テ ン 、 ア ミ 戸 、 布 団 地 、 布 団 綿 、 布 団 カ バ ー 、 枕 カ バ ー 、 シ ー ツ 、

マ ッ ト 、 カ ー ペ ッ ト 、 タ オ ル 、 ハ ン カ チ 、 壁 布 、 壁 紙 、 フ ロ ア 外 張 り 、 バ ン ド エ イ ド 、 包
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帯 等 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 中 で も 、 気 体 （ 例 え ば 空 気 、 呼 気 等 ） 中 の ウ イ ル ス を よ り 効

率 的 に 捕 捉 し 、 人 体 （ 特 に 粘 膜 ） に 接 触 す る ウ イ ル ス 或 い は 環 境 中 の ウ イ ル ス を よ り 低 減

で き る と い う 観 点 か ら 、 好 ま し く は マ ス ク 、 マ ス ク 用 フ ィ ル タ ー 、 空 調 機 器 （ 例 え ば エ ア

コ ン デ ィ シ ョ ナ ー 、 空 気 清 浄 機 等 ） 用 フ ィ ル タ ー 等 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 本 発 明 の 繊 維 及 び 本 発 明 の 繊 維 製 品 は 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 保 持 し て い る こ と に よ っ て

、 抗 ウ イ ル ス 性 が 高 め ら れ て い る 。 こ こ で 、 「 抗 ウ イ ル ス 性 」 と は 、 気 体 中 の ウ イ ル ス を

捕 捉 す る 性 能 （ ウ イ ル ス 捕 捉 能 ） 、 ウ イ ル ス 感 染 性 を 低 下 さ せ る 性 能 、 ウ イ ル ス の 細 胞 吸

着 性 を 低 下 さ せ る 性 能 等 を 意 味 す る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 こ の よ う な 本 発 明 の 繊 維 及 び 本 発 明 の 繊 維 製 品 は 、 繊 維 又 は 繊 維 製 品 に プ ロ テ オ グ リ カ

ン を 保 持 さ せ る こ と に よ り 、 或 い は こ れ に よ り 得 ら れ た 繊 維 又 は 繊 維 製 品 を 加 工 す る こ と

に よ り 製 造 す る こ と が で き る 。 こ の 製 造 方 法 は 、 別 の 観 点 か ら 、 「 繊 維 又 は 繊 維 製 品 の 抗

ウ イ ル ス 加 工 方 法 」 と い う こ と も で き る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 プ ロ テ オ グ リ カ ン の 保 持 は 、 公 知 の 方 法 に 従 っ て 行 う こ と が で き る 。 プ ロ テ オ グ リ カ ン

の 保 持 は 、 例 え ば 、 繊 維 又 は 繊 維 製 品 と 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 含 有 す る 処 理 剤 と を 接 触 さ

せ る 方 法 （ よ り 具 体 的 に は 、 例 え ば 繊 維 又 は 繊 維 製 品 を 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 含 有 す る 処

理 剤 を 含 む 処 理 液 中 に 浸 漬 す る 方 法 や 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 含 有 す る 処 理 剤 を 含 む 処 理 液

を 繊 維 又 は 繊 維 製 品 に 噴 霧 す る 方 法 等 ） に よ り 行 う こ と が で き る 。 な お 、 こ の 処 理 剤 は 、

繊 維 又 は 繊 維 製 品 の 抗 ウ イ ル ス 性 を 高 め る こ と が で き る の で 、 「 繊 維 又 は 繊 維 製 品 の 抗 ウ

イ ル ス 性 向 上 剤 」 と い う こ と も で き る 。 該 向 上 剤 は 、 溶 液 状 と し て 、 マ ス ク 使 用 者 が 適 宜

噴 霧 す る こ と に よ り 、 簡 便 に 使 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 処 理 液 と し て は 、 処 理 剤 が 溶 媒 を 含 む 場 合 は こ れ を そ の ま ま 、 処 理 剤 が 溶 媒 を 含 ま な い

場 合 は こ れ に 適 宜 溶 媒 を 添 加 し た も の を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 処 理 液 又 は 処 理 剤 の 溶 媒 と し て は 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン の 変 性 さ せ な い 溶 媒 で あ る 限 り に

お い て 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 水 、 ア ル コ ー ル （ 例 え ば エ タ ノ ー ル 等 ） 、 水 と ア ル コ

ー ル の 混 合 溶 媒 、 接 着 成 分 等 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 中 で も 、 好 ま し く は 水 と ア ル コ ー ル

の 混 合 溶 媒 が 挙 げ ら れ 、 よ り 好 ま し く は 水 と エ タ ノ ー ル の 混 合 溶 媒 が 挙 げ ら れ る 。 該 混 合

溶 媒 に お け る ア ル コ ー ル 濃 度 は 、 特 に 制 限 さ れ な い が 、 例 え ば １ ０ ～ ９ ０ ％ （ ｖ ／ ｖ ） 、

好 ま し く は ３ ０ ～ ７ ０ ％ （ ｖ ／ ｖ ） 、 よ り 好 ま し く は ４ ０ ～ ６ ０ ％ （ ｖ ／ ｖ ） 、 さ ら に 好

ま し く は ４ ５ ～ ５ ５ ％ （ ｖ ／ ｖ ） で あ る 。 な お 、 接 着 成 分 と し て は 、 例 え ば Ｐ Ｖ Ａ （ 洗 濯

の り ） 等 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 処 理 液 の 量 は 、 処 理 液 が 繊 維 又 は 繊 維 製 品 に 浸 透 可 能 な 限 り に お い て 特 に 限 定 さ れ な い

。 処 理 液 の 量 は 、 繊 維 １ ０ ０ 質 量 部 に 対 し て 、 例 え ば １ ０ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ０ ０ 質 量 部 、 好

ま し く は ２ ０ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ ０ 質 量 部 、 よ り 好 ま し く は ４ ０ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０ ０ 質 量 部 で あ

る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 処 理 液 へ の 浸 漬 時 間 は 、 処 理 液 が 繊 維 又 は 繊 維 製 品 に 浸 透 可 能 な 限 り に お い て 特 に 限 定

さ れ ず 、 繊 維 又 は 繊 維 製 品 の 種 類 に 応 じ て 適 宜 設 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 処 理 へ 浸 漬 す る 際 の 温 度 は 、 処 理 液 が 繊 維 又 は 繊 維 製 品 に 浸 透 可 能 な 限 り に お い て 特 に

限 定 さ れ ず 、 例 え ば １ ０ ～ ４ ０ ℃ で あ る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 処 理 液 へ 浸 漬 し た 後 は 、 繊 維 又 は 繊 維 製 品 に 付 着 し た 溶 媒 を 、 乾 燥 処 理 等 に よ り 除 去 す

る こ と が 望 ま し い 。 乾 燥 処 理 の 条 件 は 、 溶 媒 の 種 類 、 量 等 に 応 じ て 適 宜 設 定 す る こ と が で

き る 。 例 え ば 、 室 温 ～ ５ ０ ℃ 程 度 で ２ ～ ８ 時 間 程 度 で あ っ て も よ い 。
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【 ０ ０ ６ ８ 】

　 本 発 明 の 繊 維 及 び 本 発 明 の 繊 維 製 品 は 、 抗 ウ イ ル ス 用 で あ る 。 こ こ で 、 「 抗 ウ イ ル ス 用

」 と は 、 気 体 中 の ウ イ ル ス を 捕 捉 す る 目 的 （ 換 言 す れ ば 、 ウ イ ル ス 捕 捉 用 ） 、 ウ イ ル ス 感

染 性 を 低 下 さ せ る 目 的 、 ウ イ ル ス の 細 胞 吸 着 性 を 低 下 さ せ る 目 的 等 の 目 的 で 用 い ら れ る こ

と を 意 味 す る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 対 象 と な る ウ イ ル ス と し て は 、 飛 沫 感 染 や 飛 沫 核 感 染 に よ っ て 伝 播 す る ウ イ ル ス で あ る

限 り 特 に 限 定 さ れ な い 。 対 象 ウ イ ル ス と し て は 、 例 え ば イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス （ 例 え ば

Ａ 型 、 Ｂ 型 等 ） 、 風 疹 ウ イ ル ス 、 エ ボ ラ ウ イ ル ス 、 コ ロ ナ ウ イ ル ス 、 麻 疹 ウ イ ル ス 、 水 痘

・ 帯 状 疱 疹 ウ イ ル ス 、 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス 等 が 挙 げ ら れ 、 好 ま し く は イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル

ス 等 が 挙 げ ら れ 、 よ り 好 ま し く は イ ン フ ル エ ン ザ Ａ 型 ウ イ ル ス 等 が 挙 げ ら れ る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 以 下 に 、 実 施 例 に 基 づ い て 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 例 に よ っ

て 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 参 考 例 １ ： 梅 干 し 廃 液 の 調 製

　 和 歌 山 県 産 の 完 熟 し た 南 高 梅 （ 3 kg） と 食 塩 （ 360 g） と を 混 合 し 、 よ く 揉 ん だ 。 こ れ

を 瓶 に 詰 め 、 上 に お も り を 載 せ て 、 3日 間 冷 所 で 静 置 し た 。 静 置 後 、 梅 を 取 り 除 い た 後 に

得 ら れ た 溶 液 を 濾 過 し 、 630 mLの 梅 干 し 廃 液 を 得 た 。 こ の 梅 干 し 廃 液 の pHは 2.1で あ っ た

。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 参 考 例 ２ ： 梅 干 し 廃 液 を 用 い た プ ロ テ オ グ リ カ ン の 抽 出

　 破 砕 さ れ た 魚 類 軟 骨 （ 30g） と 、 参 考 例 １ で 得 ら れ た 梅 干 し 廃 液 （ 600mL） と を 混 合 し 、

室 温 に て 緩 や か に 撹 拌 し な が ら 24時 間 放 置 し た 。 得 ら れ た 混 合 液 を ろ 紙 で ろ 過 し て 、 不 溶

成 分 を 除 去 し た 。 得 ら れ た ろ 液 に 、 食 塩 が 飽 和 量 溶 解 し た エ タ ノ ー ル （ 食 塩 飽 和 エ タ ノ ー

ル ） （ 1.8L） を 加 え て 混 合 し た 後 、 4℃ に て 12時 間 放 置 し た 。 遠 心 分 離 （ 1300 g× 10分 間

） し た 後 、 ペ レ ッ ト （ 白 色 ） を 回 収 し た 。 白 色 沈 殿 を エ タ ノ ー ル （ 100mL） で 洗 浄 後 、 風

乾 し て 、 1.03gの プ ロ テ オ グ リ カ ン を 得 た 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 参 考 例 ３ ： 酢 酸 を 用 い た プ ロ テ オ グ リ カ ン の 抽 出

　 梅 干 し 廃 液 に 代 え て 4％ 酢 酸 水 溶 液 を 用 い る 以 外 は 、 参 考 例 ２ と 同 様 の 方 法 で プ ロ テ オ

グ リ カ ン を 得 た 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 参 考 試 験 例 １ ： プ ロ テ オ グ リ カ ン の 確 認 と グ リ コ サ ミ ノ グ リ カ ン の 同 定

　 参 考 例 ２ で 得 ら れ た プ ロ テ オ グ リ カ ン を 水 に 溶 解 さ せ 、 0.1%プ ロ テ オ グ リ カ ン 水 溶 液 を

調 製 し 、 そ の う ち (5μ L)と 、 別 途 調 製 し た ス タ ン ダ ー ド 溶 液 （ ヒ ア ル ロ ン 酸 、 コ ン ド ロ イ

チ ン 硫 酸 水 溶 液 ） を 、 泳 動 用 緩 衝 液 （ 0.1 Mギ 酸 － ピ リ ジ ン 緩 衝 液 （ pH 3.0） ） を 予 め 浸

透 さ せ た セ ル ロ ー ス ア セ テ ー ト 膜 上 に ス ポ ッ ト し た 。 次 い で そ の セ ル ロ ー ス ア セ テ ー ト 膜

を 泳 動 層 に の せ 1m A／ cmに て 15分 間 、 電 気 泳 動 を 行 っ た 。 泳 動 後 、 セ ル ロ ー ス ア セ テ ー ト

膜 を ア ル シ ア ン ブ ル ー 染 色 に 供 し 、 70％ エ タ ノ ー ル で 脱 色 し た 後 、 染 色 バ ン ド を 目 視 で 観

察 し た 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 結 果 を 図 １ に 示 す 。 な お 、 図 １ 中 、 ChSは コ ン ド ロ イ チ ン 硫 酸 を 示 す バ ン ド で あ り 、 H A

は ヒ ア ル ロ ン 酸 を 示 す バ ン ド で あ る 。 PGは 参 考 例 2で 得 ら れ た プ ロ テ オ グ リ カ ン を 示 す バ

ン ド で あ る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 参 考 試 験 例 ２ ： プ ロ テ オ グ リ カ ン の 分 子 量 の 同 定

　 参 考 例 ２ で 得 ら れ た プ ロ テ オ グ リ カ ン を 水 に 溶 解 さ せ 、 0.1%プ ロ テ オ グ リ カ ン 水 溶 液 を

調 製 し 、 こ の う ち 30μ Lを 高 速 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 分 析 に 供 し た 。 分 析 条 件 は 下 記 に
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示 す と お り で あ る 。

検 出 器 ： 示 差 屈 折 率 計 RI-2031plus（ 日 本 分 光 ）

カ ラ ム ： TOSO H TSK-gel G5000PW XL

溶 出 液 ： 0.2M-NaCl

流 速 ： 1 ml/min

カ ラ ム temp.： 4 0℃

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 結 果 を 図 ２ に 示 す 。 図 ２ 中 の 数 値 は 保 持 時 間 を 示 す 。 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 保 持 時 間

7.593分 の と こ ろ に プ ロ テ オ グ リ カ ン の ピ ー ク が 観 測 さ れ 、 そ の 平 均 分 子 量 は 31万 ダ ル ト

ン と 算 出 さ れ た 。 な お 、 平 均 分 子 量 は 、 プ ル ラ ン ス タ ン ダ ー ド （ shodex社 製 、 P-82） を 用

い て 算 出 し た 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 参 考 試 験 例 ３ ： プ ロ テ オ グ リ カ ン の 臭 気 試 験

　 参 考 例 ２ で 得 ら れ た プ ロ テ オ グ リ カ ン 、 及 び 参 考 例 ３ で 得 ら れ た プ ロ テ オ グ リ カ ン に つ

い て 、 8名 の 評 価 者 に そ の 臭 気 を 5段 階 （ 5： 梅 の 香 り が す る 、 4： か す か な 梅 の 香 り が す る

、 3： 無 臭 で あ る 、 2： か す か な 不 快 臭 が す る 、 1： 強 い 不 快 臭 が す る ） で 評 価 し て も ら っ

た 。 結 果 を 表 1に 示 す 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

【 表 １ 】

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 表 １ に 示 さ れ る よ う に 、 参 考 例 ３ で 得 ら れ た プ ロ テ オ グ リ カ ン は 、 評 価 者 の 半 数 近 く （

3／ 8） が 不 快 臭 が す る と 評 価 し た の に 対 し て 、 参 考 例 ２ で 得 ら れ た プ ロ テ オ グ リ カ ン は 、

不 快 臭 が す る と 評 価 し た 者 は 0人 で あ り 、 評 価 者 の 半 数 近 く （ 3／ 8） が 梅 の 良 好 な 香 り が

す る と 評 価 し た 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 参 考 例 ４ ： ガ ラ ク ト ー ス ポ リ マ ー の 合 成

　 β － ア リ ル ガ ラ ク ト ー ス (20 mg 90.8 m mol)を 蒸 留 水 (2 mL)に 溶 解 し た 。 得 ら れ た 溶 解

液 に 、 ペ ル オ キ ソ 二 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム APS (5 mg 21.9 m mol)を 添 加 し 、 90℃ に て 6時 間 加

熱 し た 。 反 応 終 了 後 、 PD-10カ ラ ム （ GEヘ ル ス ケ ア 社 製 ） へ 供 し 、 目 的 と し た ガ ラ ク ト ー

ス ポ リ マ ー 6.7 mgを 得 た 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 参 考 例 ５ ： シ ア リ ル ガ ラ ク ト ー ス ポ リ マ ー の 合 成

　 参 考 例 ４ で 得 ら れ た ガ ラ ク ト ー ス ポ リ マ ー (6.7 mg)を 蒸 留 水 (100μ L)に 溶 解 し た 得 ら れ

た 溶 解 液 に 、 10 wt% の PNPシ ア ル 酸 溶 液 (38μ L), 200 m M AcO Na b. f. , pH = 4.0 (4μ L)

, Clostridium perfringens由 来 シ ア リ ダ ー ゼ (5μ L, 5U)を 加 え 20℃ に て 24時 間 イ ン キ ュ

ベ ー ト し た 。 反 応 終 了 後 、 90℃ に て 3分 間 加 熱 し 、 フ ィ ル タ ー （ φ 0.45） し た 後 、 イ オ ン

交 換 カ ラ ム (AcroSepQ Hyper DF 1 mL ポ ー ル 社 製 )に 供 し た 。 蒸 留 水 を 10 mL通 じ 、 次 い で

2M NaClを 2 mL通 じ た 。 得 ら れ た 2 M NaCl画 分 を PD-10カ ラ ム （ GEヘ ル ス ケ ア 社 製 ） に 供 し

、 目 的 と し た シ ア リ ル ガ ラ ク ト ー ス ポ リ マ ー 7.3 mgを 得 た 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 実 施 例 １ ： プ ロ テ オ グ リ カ ン 保 持 マ ス ク 片 の 作 製

　 蒸 留 水 10 mL及 び エ タ ノ ー ル 10 mLの 混 合 溶 液 （ 20 mL） に 、 参 考 例 ２ で 得 ら れ た プ ロ テ

オ グ リ カ ン （ 5 mg） を 溶 解 し た 。 得 ら れ た 溶 解 液 全 量 を マ ス ク 片 （ 不 織 布 フ ェ イ ス マ ス ク

、 コ ー ナ ン 商 事 株 式 会 社 製 、 重 量 ： 188.5 mg） 全 体 に 浸 潤 さ せ た 後 、 乾 燥 機 内 で 乾 燥 （ 40
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℃ 、 5時 間 ） さ せ て 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン 保 持 マ ス ク 片 を 得 た 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 比 較 例 １ ： シ ア リ ル ガ ラ ク ト ー ス ポ リ マ ー 保 持 マ ス ク 片 の 作 製

　 プ ロ テ オ グ リ カ ン （ 5 mg） に 代 え て 、 参 考 例 ５ で 得 ら れ た シ ア リ ル ガ ラ ク ト ー ス ポ リ マ

ー を 用 い る 以 外 は 、 実 施 例 １ と 同 様 の 方 法 で シ ア リ ル ガ ラ ク ト ー ス ポ リ マ ー 保 持 マ ス ク 片

を 得 た 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 試 験 例 １ ： ウ イ ル ス 捕 捉 試 験

　 ア ク リ ル ボ ッ ク ス 内 に ウ イ ル ス 液 を 噴 霧 し 、 実 施 例 １ の マ ス ク 片 、 比 較 例 １ の マ ス ク 片

、 又 は 対 照 マ ス ク 片 （ 未 処 理 マ ス ク 片 ） を 通 し て ア ク リ ル ボ ッ ク ス 内 の 空 気 を 吸 引 後 、 マ

ス ク 片 の ウ イ ル ス 力 価 の 測 定 を 行 う こ と で 、 各 マ ス ク 片 の ウ イ ル ス 捕 捉 能 を 評 価 し た 。 具

体 的 に は 次 の よ う に 行 っ た 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 ＜ 試 験 例 1-1： 供 試 ウ イ ル ス 液 の 調 製 ＞

　 10日 齢 の 発 育 鶏 卵 に 、 供 試 ウ イ ル ス （ ウ イ ル ス 名 ： Influenza A virus (H1N1)、 株 名 ：

A/swine/Wisconsin/15/30） を 接 種 し た 。 接 種 48時 間 後 に 4℃ に 移 し 、 一 晩 静 置 後 、 漿 尿 液

を 回 収 し た 。 回 収 し た 漿 尿 液 を 4℃ で 3000 rpm、 30分 間 遠 心 分 離 す る こ と に よ り 、 細 胞 成

分 を 除 去 し た 。 遠 心 分 離 後 の 上 清 （ ウ イ ル ス 液 ） を 10日 齢 の 発 育 鶏 卵 に 0.1 mL接 種 し た 。

接 種 48時 間 後 に 漿 尿 液 を 回 収 し 、 こ れ を 供 試 ウ イ ル ス 液 と し た 。 な お 、 供 試 ウ イ ル ス 液 を

0.5％ 鶏 赤 血 球 液 と 当 量 混 釈 し 、 赤 血 球 凝 集 反 応 （ H A反 応 ） の 有 無 か ら 、 ウ イ ル ス 力 価 を

算 出 し た と こ ろ 、 供 試 ウ イ ル ス 液 の ウ イ ル ス 力 価 は 10
9 . 5 0

EID 5 0 /mLで あ っ た 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 ＜ 試 験 例 1-2： ウ イ ル ス 噴 霧 試 験 （ 試 験 液 の 調 製 ） ＞

　 ア ク リ ル ボ ッ ク ス （ 容 量 ： 0.216 m
3
、 サ イ ズ ： 高 さ 60 cm、 幅 60 cm、 奥 行 き 60 cm） 内

の 環 境 を 、 エ ア ・ コ ン デ ィ シ ョ ナ ー に よ り 、 温 度 20± 5℃ 、 湿 度 40％ 以 下 に な る よ う に 設

定 し た 。 ア ク リ ル ボ ッ ク ス に ネ ブ ラ イ ザ ー を 接 続 し た 。 ス ウ ィ ネ ク ス フ ィ ル タ ー ホ ル ダ ー

に 被 検 マ ス ク 片 を 挟 ん で セ ッ ト し 、 回 収 用 ポ ン プ に 接 続 後 、 回 収 用 ポ ン プ を ア ク リ ル ボ ッ

ク ス に 接 続 し た 。 供 試 ウ イ ル ス 液 5 mLを 、 ネ ブ ラ イ ザ ー を 用 い て ア ク リ ル ボ ッ ク ス 内 に 噴

霧 し た 。 供 試 ウ イ ル ス 液 噴 霧 開 始 と 同 時 に 、 7.5 L/minで 15分 間 、 ア ク リ ル ボ ッ ク ス 内 の

空 気 を 吸 引 し 、 浮 遊 ウ イ ル ス を 回 収 し た 。 吸 引 終 了 後 、 速 や か に 被 検 マ ス ク 片 を ス ト マ ッ

カ ー 袋 に 回 収 し 、 細 胞 維 持 培 地 10 mLを 加 え 、 2分 間 ス ト マ ッ キ ン グ す る こ と に よ り 、 付 着

供 試 ウ イ ル ス を 洗 い 出 し 、 試 験 液 と し た 。 試 験 液 は 回 収 後 、 -80℃ で 速 や か に 凍 結 保 存 し

た 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 ＜ 試 験 例 1-3： 試 験 液 の 分 析 ＞

　 EID 5 0 法 に よ り 、 回 収 し た 試 験 液 の ウ イ ル ス 力 価 を 、 次 の 方 法 に よ り 求 め た 。 回 収 し た

試 験 液 を 抗 生 物 質 添 加 PBSで 10倍 階 段 希 釈 し た 。 10倍 階 段 希 釈 し た 試 験 液 を 、 10日 齢 の 発

育 鶏 卵 に 0.1 mL接 種 し た 。 接 種 48時 間 後 に 漿 尿 液 を 回 収 し 、 0.5％ 鶏 赤 血 球 液 を 等 量 混 釈

し 、 赤 血 球 凝 集 反 応 （ H A反 応 ） の 有 無 か ら 、 ウ イ ル ス 力 価 を 算 出 し た 。 さ ら に 、 一 般 財 団

法 人 　 日 本 電 気 工 業 会 が 規 格 す る 「 空 気 清 浄 機 の フ ィ ル タ ー に 捕 捉 し た ウ イ ル ス に 対 す る

抑 制 性 能 評 価 試 験 方 法 」 に 則 り 、 試 験 液 の ウ イ ル ス 力 価 を 、 下 記 の 式 に 当 て は め 、 ウ イ ル

ス 減 少 率 を 算 出 し た 。 結 果 を 表 ２ に 示 す 。

【 ０ ０ ８ ９ 】
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【 数 １ 】

【 ０ ０ ９ ０ 】

【 表 ２ 】

【 ０ ０ ９ １ 】

　 表 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン 保 持 マ ス ク （ 実 施 例 １ ） を 用 い た 場 合 の 、 試

験 液 の ウ イ ル ス 力 価 は 、 対 照 マ ス ク を 用 い た 場 合 よ り も 、 顕 著 に 高 か っ た 。 こ の こ と は 、

マ ス ク に プ ロ テ オ グ リ カ ン を 保 持 さ せ る こ と に よ り 、 よ り 多 く の ウ イ ル ス を 捕 捉 で き る よ

う に な っ た こ と を 意 味 す る 。 以 上 よ り 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン が 抗 ウ イ ル ス 能 （ ウ イ ル ス 捕 捉

能 ） を 有 す る こ と が 示 唆 さ れ た 。 ま た 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン 保 持 マ ス ク （ 実 施 例 １ ） を 用 い

た 場 合 の ウ イ ル ス 減 少 率 は 、 99.6％ と 非 常 に 高 い も の で あ っ た 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 プ ロ テ オ グ リ カ ン 保 持 マ ス ク （ 実 施 例 １ ） を 用 い た 場 合 の 、 試 験 液 の ウ イ ル ス 力 価 は 、

シ ア リ ル ガ ラ ク ト ー ス ポ リ マ ー 保 持 マ ス ク （ 比 較 例 １ ） を 用 い た 場 合 の 10倍 で あ っ た 。 さ

ら に 、 100－ ウ イ ル ス 減 少 率 で 求 め ら れ る 値 を ウ イ ル ス 残 存 率 と す る と 、 プ ロ テ オ グ リ カ

ン 保 持 マ ス ク （ 実 施 例 １ ） を 用 い た 場 合 の 該 残 存 率 （ 0.4％ ） は 、 シ ア リ ル ガ ラ ク ト ー ス

ポ リ マ ー 保 持 マ ス ク （ 比 較 例 １ ） を 用 い た 場 合 （ 3.2％ ） の 1/8で あ っ た 。 イ ン フ ル エ ン ザ

ウ イ ル ス は シ ア リ ル ガ ラ ク ト ー ス を 認 識 す る こ と が 知 ら れ て お り 、 シ ア リ ル ガ ラ ク ト ー ス

ポ リ マ ー は イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス 捕 捉 能 を 有 す る こ と が 予 想 さ れ て い た と こ ろ 、 以 上 の

結 果 よ り 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン の ウ イ ル ス 捕 捉 能 は 、 こ の シ ア リ ル ガ ラ ク ト ー ス ポ リ マ ー よ

り も 顕 著 に 高 い こ と が 示 さ れ た 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 試 験 例 ２ ： ウ イ ル ス 感 染 性 に 与 え る 影 響 の 評 価

　 参 考 例 ２ で 得 ら れ た プ ロ テ オ グ リ カ ン を 、 10 m M ク エ ン 酸 緩 衝 液 （ pH 5.9） に 、 各 種 濃

度 と な る よ う に 、 Vortex mixerを 用 い て 攪 拌 溶 解 し た 。 得 ら れ た 溶 液 を A型 イ ン フ ル エ ン

ザ ウ イ ル ス （ IA V） ア イ チ 株 （ H3N2） と 混 合 し た 。 37℃ 20分 間 保 温 し た 後 、 感 染 性 ウ イ ル

ス の 定 量 を 、 プ ラ ッ ク 法 に て 定 法 に 従 っ て 行 っ た 。 結 果 を 図 ３ に 示 す 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

　 図 ３ よ り 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 作 用 さ せ る こ と に よ り 、 ウ イ ル ス 感 染 性 が 顕 著 に 低 下 す

る こ と が 示 さ れ た 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 試 験 例 ３ ： ウ イ ル ス の 細 胞 吸 着 に 与 え る 影 響 の 評 価

　 PBS中 に 種 々 の 濃 度 の プ ロ テ オ グ リ カ ン と 一 定 量 の 単 純 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス １ 型 （ HSV-1）

と を 含 む ウ イ ル ス 液 を 、 Vero細 胞 の 単 層 培 養 細 胞 層 に 加 え 、 ウ イ ル ス 吸 着 反 応 を 室 温 で 60

分 間 を 行 っ た 。 反 応 終 了 後 、 ウ イ ル ス 液 を 除 き 、 培 養 液 を 加 え て プ ラ ッ ク を 形 成 さ せ た 。

結 果 を 図 ４ に 示 す 。

【 ０ ０ ９ ６ 】
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　 図 ４ よ り 、 参 考 例 2で 得 ら れ た プ ロ テ オ グ リ カ ン を 作 用 さ せ る こ と に よ り 、 濃 度 依 存 的

に 、 ウ イ ル ス 平 板 効 率 が 有 意 に 低 下 す る こ と が 示 さ れ た 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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